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(2)二次検査
福島県立医科大学においては、平成 25年 6月 から検査体制の拡充を図り、二次検査の促進
に努めた結果、二次検査対象者 1,559名 のうち73"の受診があり、そのうち 781%の方が二
次検査を終了している」※

5

また、福島県立医科大学以外にも、7月 下旬から郡山市及びいわき市の 2か所の検査実施機
関において、それぞれ二次検査を実施している。

なお、平成25年 11月 からは、県外検査実施機関においても二次検査を行う予定としている。

進捗状況 平成25年 9月 00日現在
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合計 1.550 1 148(736) 897('81) 55(61) 240(268) 602(671) 277(460)

※5市町村別実施状況は資料 5のとおり。
● 早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。
● 次回検査 (Al、 A2)は一次検査基準の範囲内であることが確認された方 (甲状腺に疾病のある方を
含む)。

● 通常診療等は概ね6ヶ 月後又は 1年後に経過観察(保険診療)する方及び厖基準値を超える等の
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県民健康管理調査「甲状腺検査」の実施状況について
資料 1

1 -酷 識

(1)一次検査
平成 25年度の検査は、平成 25年 4月 22日 から開始し、34市町村の対象者約 158千人)につ

いて検査を実施している。また、これまでの検査対象市町村の未受診者についても、改めて県

外や他市町村での検査実施を記載したお知らせやホームページ上での検査案内などにより受診

勧奨を行い、当該市町村の対象年度が終了しても受診者数は増加しており、受診率は 824%とな
つている。※

1

また、平成 24年 H月 1日 からは、福島県外の検査実施機関においても甲状腺検査を実施し
ている。※

2

なお、受診者 238,785名 のうち、945%の受診者については検査結果が確定し、結果通知を発
送している。※

34

進捗状況 平成25年 9月 30日 現在(8月 20日検奎分まで結果確定)

結飾 嚢胞の人数 割合 平成25年 9月 30日 現在(8月 23日検
=分
まで結果確定)

縮果凛定壼 (人 )
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合計 225537 1541(07) 1 169〈05) 11〈 00) 102503(455)

※1市町村別受診状況は、資料 1のとおり。
※2本県以外の都道府県別受診状況は、資料 2のとおり。
※3市町村別結果状況は、資料 3の とぉり。
※4検査結果確定者の年齢と性別の分布等は資料 4のとおり。
●小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合がある。
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①-1



【第10回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

2 穿刺吸引細胞診等結果概要
(1)細胞診結果 (平成 25年 9月 30日現在)
ア 平成 23年度実施対象市町村
・悪性ないし悪性疑い 14例 (手術 11例 :良性結節 1例、乳頭癌 10例 )

イ 平成 24年度実施対象市町村
・悪性ないし悪性疑い 44例 (手術 16例 :乳頭癌 16例 )

。男性 :女性
・平均年齢

・平均腫瘍径

・男性 :女性
・平均年齢

・平均腫瘍径

5例 :9例
172± 20歳 (1320歳、震災当時 156± 20歳 H-18歳 )
147± 6 7 Elll(60-33.0価 )

19例 :25例

16.7± 28歳  (821歳、震災当時 146± 27歳 6-18歳 )
146± 8 6 ulal(5 2 40 5 1nml

ウ 平成 25年度実施対象市町村
・悪性ないし悪性疑い 1例 (手術実施なし)

1例 (男性)
13歳 (13歳、震災当時 11歳 )
30 3 mull(303m

平成 2325年度合計
・悪性ないし悪性疑い 59例  (手術 27例 :良性結節 1例、乳頭癌 26例 )
。男性 :女性     25例 :34例
・平均年齢      168± 2.6歳  (821歳、震災当時 14.8± 2.6歳 618歳 )
・平均腫瘍径     149± 8 3 oull(52■ 0 5 mml

細胞診で悪性ないし悪性疑いであつた 59例の年齢、性分布

(平成 25年 9月 30日 現在、手術後良性結節と確認された 1例を含む)

平成 23年 3月 11日 時点の年齢による分布表
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(3)細胞診等による悪性ないし悪性疑いの 59例の基本調査結果との関係
基本調査問診票を提出した方は 21人 (356%)、 うち llnsv未満の方が 12人 (57.1%)と なつて
いる。今後も、引き続き間診票の意義や重要性を説明し、提出していただくよう働きかけていく。

基本調査提出者の実効線■推計内訳

実効線量
(mSvl

男女別
震災時年齢 (歳 )

0～5 6～ 10 11´ Ψ 15 16～18 合 計

～05未満
男  性 0 0 0 1 1

女  性 O 0 1 2 3

～10未満
男  性 O 0 3 0 3

女  性 0 1 0 4 5

～15未満
男  性 0 0 2 1 3

女  性 0 0 3 1 4

～20未満
男  性 0 0 1 0 1

女  性 C 0 1 0

合  計
男  性 0 0 6 2 8

女  性 0 1 5 7 13

※ l F「 4・ …ヨードの数が 4つの甲状腺ホルモン。バセ ドウ病では高値、橋本病では低也
※2 日3・ …ヨードの数が 3つの甲状腺ホルモン。パセ ドウ病では高値、橋本病では低也
※3 TSH・ …脳の下垂体から出ているホルモンで甲状腺へ甲状腺ホルモンを出すよう命令する。橋

本病では高値、バセ ドウ病では魏

※4 Tg(サイログロプリン)・ …甲状腺ホルモンになる直前の物質。甲状腺内に多量に存在する。
甲状腺が破壊されたり、腫瘍が Tgを産生していたりする場合に高慨

※5 TgAb・ …サイログロプリンに対する自己抗体:橋本病やバゼドウ病で高也
※6 TPOAb・ …ペルオキシダーゼという酵素に対しての自己抗体。橋本病やバゼ ドウ病で高色

※ 7 FT3に関しては、年齢による補正がある。

(4)血液検査及び尿中ヨウ素 (平成 25年 9月 30日 現在)
ヽ

FT4xl
(ぼω

FT3x2
(幅/mD

TSHX3
(μ lU/mD

TgX4
(唯′mu

TgAb※5
田/mu

TPOA b※6
(RJ/祀

基準値 08～19 22～41x7 04～40 327以 下 280未 160,
平均±SD 12■ 02 34=05 13■ 07 490■ 1033
異常値の割合(" O 0 34 373 237 136

ヽ

FT4
(溜出 円珈

TSH
(μ U/mD

Tg
(饂/mD

TgAb
10/mD

TPOA b
(U/mD

自 08～19 22～41 04～4( 3,7 LNl下 280ラに, 160来 魅
平均±SED 13■ 03 37■ 10 21こ 162 345=2025

異常値の割合 (961 14 62 171 123 101
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(5)市町村別二次検査結果 (平成 25年 9月 30日現在 )

細胞診結果において悪性疑いで手術後良性であつた1例は含めない。※1 細胞診結果において悪性疑いで手術後反Eであつた1例は3のない。

※2 国が指定した避難区域等の13市町村以外で、学校等において甲状腺検査を受けた人数。

一次検査受診者

(人 )

フ

者象痢
カ
イ

検

て

次〓 二次検査率

(%
イ/フ

二次検査受診者

(人 )

悪性ないt/E性

疑い例数(カ
ウ

悪性ないし感性

疑いの割合 (961

り/フ

福島市 47030 275 06 253 12 003
二本松市 8.709 53 06 47 5 006
本宮市 5.187 28 05 26 3 006

大玉村 1.359 7 7 2 015

郡山市 53.838 458 09 377 16 003

桑折町 1806 12 07 10 0 000

国見町 1372 15 13 0 000

天栄村 862 6 07 5 0 000

白河市 11081 63 06 4 004

西郷村 3627 30 08 24 1 O:03

泉崎村 1153 5 04 5 O 000
三春師 2.500 16 06 13 1 004
いわき市 341 3 09 2 O 000
合計 138.865 971 07 839 44 003

一次検査受診者

(ノ )ヽ

,

者象罰

カ

イ

検

て

次二 二次検査率

(9り

イ/,

二次検董受診者

(人 )

悪性ないt/E性
疑い例数 (カ
う

悪性ないし悪性

疑いの割合 (管
1/,

ｌ
υ 40480 263 06 65 O OO
須習りi 10391 54 05 27 0 000
相馬市 4770 41 09 20 0 000

鏡石町 1748 7 04 4 0 000
新地町 1.038 7 07 5 0 000
合計 58.427 372 06 121 1 000
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3 本格検査の実施について
甲状腺検査は、羽或23年 10月 から平成 26年 3月 まで実施する「先行検査」に引き続き、平成
26年 4月 から「本格検査」として実施する。

現在実施している「先行検査」の概要及び「本格検査」における主な変更点は次のとおり。

今後、対象者県民の将来にわたる健康維持・増進を図るため、県内及び県外検査実施機関、関連

学会及び関係機関等の協力のもと、円滑かつ確実な検査を実施するための実施計画の策定などを行

う。

(1)甲状腺検査の概要
ア 先行検査の概要

検 査 対 像者

東 日本大震災当時、おおむね 18歳以下の福 島県民。
具体的 には、平成 4年4月 2日 ～平成 23年 4月 1日 までに生まれ た方。

一 次 検 査

超音波診断装置 を用いて、現在 の甲状腺 が どの よ うな状態 にな ってい

るか (主にの う胞及び結節 の有無や大 き さ)を確認す る検査。

判 定結 果
A判定 :(Al)結節や嚢胞 を認 めなかった もの。
(A2)50m以 下の結節や 20 0mln以 下の嚢胞 を認 めた もの。

B判定 :51m以 上の結節や 201m以 上の嚢胞 を認 めた もの。
なお、A2の判定内容 であって も、 甲状腺の状態等か ら二次検
査 を要す ると判断 した場合 、B判定 としてい る。

C判定 :甲状腺 の状態等か ら判断 して、直 ちに二次検査 を要す るもの。

二次 検 査

一次検査の結果 、詳細 な検査 が必要 とされ た方 に、超音波検査 、血液

検査、尿検査及び必要 に応 じて穿刺吸引細胞診 を行 う検査。

(参考 )

次 回検 査

平成 26年4月 以降、 20歳までは 2年ごと、それ以降は5年ごとに継続 し

て検査 (本格検査 )を実施。
通 常 診療等
。経過観察 として、概ね6か月後又は 1年後 に再診 を行 う。
・ 検査ない し診 療 (手術等 )等を行 う。

イ 本格険査実施に向けての変更点
(ア)検査対象者
先行検査時の対象者に加え、平成 23年 4月 2日 から平成 24年 4月 1日 までに出生した

方に拡大し、合わせて概ね 38万 5千人を検査対象とする。
(イ )実施期間
平成 26年 4月 から平成 28年 3月 までの2か年で対象者全員を検査する。
その後は20歳までは 2年ごと、それ以降は5年ごとに検査を実施し、長期にわたり検査

を実施する。

(ウ)醐 関
県内検査実施機関、県外検査実施機関及び福島県立医科大学が一次検査及び二次検査を

実施する。

(工)一次検査実施体制
未就学児 。学生・社会人は県内検査実施機関が主体で実施 (検査体制が整うまでは、公

共施設等における検査も併行実施)し、小中高生は各学校に出向いて出張検査を実施する。

県外居住者は県外検査実施機関が実施する。

(オ)二次検査実施体制
二次検査の迅速化、受診者の利便性の向上を図るため、県内検査実施機関、県外険査実

施機関及び福島県立医科大学において適切な検査に努める。

①-6



【第13回 福島県r県民健康管理調査」検討委員会資料】

(2)平成 26年度及び 27年度検査スケジュール (検討案)

市町村別検査年度 (先行検査)

市町村別検査年度 (本格険査)

口
一
ロ

平成 23年度(13市嘲

平成 24年度(12市嚇

濶載25年度(34市嘲

羽戎26年度 (25市嚇

¬裁27年度 (34市叫 →

4 甲状腺検査詳細情報の開示手続きの簡素化について
甲状腺検査に係る自己情報開示請求については、より簡易な手続

きを検討してきたところであり、

今後、以下の取扱いを行う。

① 本人等の確認について、戸籍抄本等の提出を求めず、原則、福島県
立医科大学から送付してい

る検査のお知らせ又は検査結果通知のお知らせの写しをも
つて確認する。

12p開示請求者と複数回行つていた手続きを、原則、 1回の手続き
で完了させる。

③ 提供に要する費用の負担は求めない。

詳しい内容については、福島県立医科大学放射線医学県民
健康管理センターホームページ

(htto:〃島止usbima‐ mlmamoriiD/)に掲載する。
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資料 1

市町村別一歴 受診状況

※1 上段には受診者数を、中段には各年齢階層の対象者に対する進捗率を、下段には受診者イの階層別割合
を識

※2 県内検査、県外検査実施機関又は県外での出張検査において甲状腺検査を受けた県外居住者の人凱
※3 国が指定した避難区域等の 1 3 rlDull村以外で、学校等において甲状腺検査を受けた人飢
● 小数点第一位で表示されている割Bのものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合がある。
● 年齢は平成 23年 3月 11日時点のもの。

①-8



【第10回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

対象者欧
(人)

P

曼診吉数 〈人)

ィ |‐

‐

:i;;:::i:;

受診率
(%〉

イ′7

年齢階層B」受診彗数 (人)
年齢階■別内訳 〈96) ※1

11‐ 1撼 1← 18●

福島市 53.852 47030 1,183 873
1314 _■1錮 _ OQI

702914
27 28 14C

二本松市 10243 8スЮ 1蒻 860
2“ 258 2
鍬 __97

29
1.55
97本8市 0147 0187 102 844 57

“
29, 30 ,8 11

13

大玉村 1.62C 1.359 17 839
4 39
91 99 ,1 45
3, 29 10

郡山市

“

586

“

838 1.′ rr 821
1雷
=
1000 __0コ

____二 き ユ81 94
29` 29

52
11

豪折匈 2058 1806 29 878
4 震

90 9■ 64
29」 14

口見町 1.557 1.372 27 881
鱈 2C

6597
,8 3● 14

天栄村 1,07C 862 12 80G
21

98
33  ( 3,

白河市 12590 11,081 267 88Ю
3 3`

97
,7 12

西卸 4021 3627 78 902
_____44

94 . 651
122

鰤 1299 11∞ 13 888
_ 1∞

q 97 911 _634
13●

三晉町 2879 2500 28 86●
7

―

―

菫

9
―
製

27( 147

いわさ市 鋭 341 C 997
91 130

9`

小BI 1罐 64 13貶 8ヽ65 3688 61 鴎

17
61.

釣 41   29」

イのうちn外
8住僣コ (人 )

1 当 ,

県外8住嗜
受鰺● 〈%)

0′イ

2659 57

22C 25

1∞ 26

24

2846 5F

32 18

20 15

21 24

272 2こ

82 23

15

48

C OO

0372 46

● 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含め、
集計している。そのような対象者については、先行検査終了後に震災時市町村に再集計する。

叡錯
ω
　
フ

対
受診者数 (人)

ィ |~~;ii;i::i:;

受診率
(%)

イ′フ

年齢臨層B畷診者叡 (人)
年齢階層剛内訳 (96) ※1

1● 1銀

…いわさ市
53367 4Q480 C

759 10 ____ 314
61m 8C

67C
須贅川市 14828 10391 701

:ヽ

` ___ ク7r
6〔

IB島市 0798 4770 0 702 67
25

374
31
7J32

饉石町 2508 1.748 0 697
4 ____1■
__61
23
27
-2 6

新地町 1,429 1,038 C 726 67
26

lllEI
73930 58427 C

740 IA

^

1031 4

“
8

1441

①-9



【第13回 福島県r県民健康管理調査J検討委員会資料】

資料 2
都道府県別一次検査受診状況

都道府県名
県外検藤

実施機BB数

受診者数
(ノ域

北海道 2 206
青森県 1 114
岩手県 1 116

宮城県 2 853
秋田県 1 142

山形県 2 394
茨城県 2 195

栃木県 5 293
群馬県 1 126
埼玉県 1 157
千葉県 3 120
東京都 9 933
神奈川県 2 394
新潟県 1 423
富出県 1 15

コ |1県 1 34

都道府県名
県外検査
実施機関数

受診者数
(ンヘD

福井県 1 15

山梨県 1 43

長野県 2 83

岐阜県 1 30

静岡県 2 73

愛知県 2 109
三菫県 1 20

滋賀県 1 12

京都府 2 59

大阪府 5 134

兵庫県 2 90

奈良県 1 16

和歌山県 1 10

鳥取県 1 12

島根県 1 10

岡山県 3 51

平成2弊 9月30日現在

都道府県名
県外検査

実施機関数

受診者数
(メ0

広島県 1 15

山口県 1 18

徳島県 1 3

香川県 1 24

愛媛県 1 13

高知県 1 9

福岡県 2 52

佐賀県 1 5

長崎県 2 17

熊本県 1 19

大分県 1 29

宮崎県 1 28

鹿児島県 1 24

沖縄県 1 73

合計 781 5,611

● 受診者数は県外検査実施機関及び福島県立医科大学から出向いて実施した検査を受診した人拠
● 福島県立医科大学から出向いて検査を行つたのは、新潟県 (2回)・ 山形県 (2回 )。 神奈川県 (1回 )。

o-10



【第13回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

資料 3
市町村別一次検査結果

1

受診者 (メ0

つ

結果確定数(メ0
イ

結節 〈人) 口胞 (人 )

選捗状況
イ′, (9“ ,

A
B C

結||の割合 (%〉 ●胞のB13(%)

Al A2 51-吐 50mm以 下 20 ¨ヽ 以上 200mm以 下

侯 町 ¨

2.233 1.530 695 8 0 8 17 0 683

999 685 311 04 00 04 08 00 306

浪 江 町 R,2,
3207 2098 lЮ〔シ4 25 0 25 41 0 1060

995 654 333 03 00 08 13 00 333

飯  舘  村 941
940 692 242 6 0 6 15 0 231

999 736 257 06 00 00 16 00 246

籠 40馬 市 10638
10598 0710 3836 52 0 52 86 0 3794

996 633 362 05 00 05 08 00 358

伊  達  市 10.636
10623 a765

…

50 0 48 30 1 3.809

999 637 358 05 00 05 03 00 359

田  村  市 0368
0365 4,027 2305 33 0 33 0 2311

1000 633 362 05 00 05 02 00 363

広  野  町 808
797 500 293 4 0 4 3 0 293

986 627 368 05 00 05 04 00 368

楢  葉  町 1.103

1000 623 461 6 0 6 4 O 463

988 572 423 06 00 06 04 00 425

菫 岡 町 2204
2184 12K】3 880 11 0 6 0 879

991 592 403 05 00 05 03 00

“

2

川  内  村 272
267 149 114 4 0 4 1 0 114

982 55B 毛 7 15 00 15 04 00 427

大  熊  町 lЮ崚挙Э
lp17 1117 787 13 0 13 7 0 784

994 583 411 07 00 07 04 00 409

双  葉  町 922
904 552 340 3 0 3 3 0 348

980 611 386 03 00 03 03 00 385

葛 居 村 180
180 114 65 1 0 1 3 0 64

1000 633 361 06 00 00 17 00 356

その他楽1 34
34 17 17 O 0 0 0 0 17

1000 500 500 00 OO 00 00 00 500

小計 41,493
41.339 26187 1‐36 216 0 214 227 1～

996 633 361 06 00 05 05 00 359

※1 国が指定した避難区域等 13市町村以外で、学校等において検査を受けた人凱

● 小数点第一位で表示されている割合のもの|よ 四捨五入の関係で合計が 100°/Oにならない場合がある。

O-tl



【第13回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

● 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含め、
集計している。そのような対象者については、先行検査終了後に晨災時市町村に再集計する。

平成2 し )

受診者 (カ

フ

“

果確定数 (メ0
結節 (人 ) 晨胞 (人 )

イ

達捗状況
イ/フ  `0とい

B C
結節の割合 (%〉

…

合 (%)

Al A2
51mm以 上 5嚇 以下 201個η以上 2C Omm以下

福 島 市 47Q30
“

896 26780 19`に , 275 0 268 190 3 19857

997 571 423 06 OO 06 04 00 423

二 本 松 市 a709
8687 5110 数 4 52 1 52 42 1 3.525

997 588 406 06 00 06 05 00 06

本 宮 市 5187
5170 2929 2213 28 0 26 24 1 2217

997 567 428 05 00 05 05 00 429

大 玉 村 1.359

1.358 810 541 7 0 7 8 0 541

990 596 398 05 00 05 06 00 398

88 山 市 53838
52,165 26B41 24866 458 0 454 314 3 2958

969 515 477 09 00 00 06 00 478

桑 折 町 1806
1805 995 798 12 0 12 9 0 799

999 551 442 07 00 07 05 00 443

口  見  町 1.372
1.370 727 628 15 O 14 8 1 632

999 531 453 11 00 10 06 01 461

天 栄 村 862
860 529 325 6 0 6 3 0 329

998 615 378 07 00 07 03 00 383

白 河 市 11081
11" 066 4710 63 0 63 58 0 4704

996 663 427 06 00 06 05 00 426

西 郷 村 3.627
3623 2102 1491 30 0 ∞ 20 0 1492

990 580 412 08 00 03 06 00 412

泉 哺 村 1.153

イ●50 520 625 5 0 5 10 0 622

997 452 543 04 00 04 09 00 541

書 QI 2.500
2472 1,171 1286 16 0 16 14 0 1284

989 474 520 06 00 00 06 00 519

い わ き 市 341
341 14Э 198 3 0 3 1 0 193

1000 411 581 09 00 00 03 00 581

小EI 133だスタ5
136936 74920 61“ 970 966 701 9 61158
986 547 446 07 00 07 05 00 447

O-tz



【第10回 福島県「県民健康管理鶴査」検討委員会資料】

受診者 (カ

,

結果確定数 (メ0
イ

数
結節 (人 ) 覆日 (人 )

違捗状況
イ/フ  で,′ゆ

B C
|1節の割合 (%〉 薇腱の33(%)

Al A2 51mm以上 50mm以 下 201耐η雌 20C‐ 嘔

い わ き 市 40480
31,944 13506 18145 263 0 262 163 1 18212

789 424 568 08 00 OB 05 00 570

須 薇 川 市 10.391
7830 ∞ 77 4399 54 0 54 26 0 4412

754 431 662 07 00 07 03 00 563

相 馬 市 4770
4.758 2252 2465 41 0 41 43 0 2474

997 473 518 09 00 09 09 00 520

観 石 Rl 1.748
1692 787 898 7 0 7 5 0 899

968 465 531 04 00 04 03 00 531

新  地  町 lβ (晏3
i038 466 螂 7 0 7 4 0 569

1000
“

0 544 07 00 07 04 00 548

小計 58427
颯 262 20418 26472 372 0 371 241 1 2‐ 66

809 432 560 03 00 08 05 00 562

合al '摯
785 -7

1024・S 1.558 1 1541 1.169 102583

945 539 454 07 00 07 05 00 455

①-13



【第13回 福島県「県民健康管理調査」検討委員会資料】

資料 4
1 検査結果確定者の年齢及び性別

年||●●剛判定区分の分● 【斃性】

宰

-30B覇
壼0月23日 い■0ま

―

年

"鮨
●別判定区分の分● 【女性】

●

●

小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合があ乙
年齢は平成 23年 3月 11日時点のもの。

〔単位 ′0

几
A B

It「轟1 計
C

男性
 1 
女悽
 1  

訃

331

男性 : 女性  1  計
俎　
難

一　
雅 II 男性 建 II

0～ 5● 2-  21729 4-
…

B476 1晰 1 35 62 0 31761 ∞ 24C 621∞ 1

6～ 10● 17000  15貶 7 32“ l a914 19268 33182 正 159 244 0 m392 04  4CИ 70BI

11-15綸 16196 13874
…

16010 1こ●●42 華 22C 術 ‐ 331 32757 66は

16●～ Q7871  6881 l aG68
…

0‐ 1- 387 壼 1-C 14022 簿 銀

881 ¨ 14  57511 1215る 40614 唸 939 1024●

“

1`〕″ lS田 11■064 111473 22-

O-tq



【第13回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

2 結節の有無及び大きさ

"□
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
一
コ
ｏ

…

222,827

口価 Cりにきさ
(-5-)

o餞節の大きさ
(5-)

勒 制

43844352

うだギベヾ ベヾドギがギがドドギドドバドドドドドバドドギギS'ビド

500

輌
仰
３５。
３。。
２５。
細
・５。
・０。
ｍ
。

59 48 42

(単位 人)

平成25年 9月 00日現在(8月 23日検査分まで結果確定)

o-15



【第13回 福島県「県民健康管理口査J検討委員会資料】

3 晨胞の有無及び大きさ

鮮 位 人)

平成25年9月 30日現在18月 23日検査分まで結果確定)

口

…

…

●―  (―

…

■‐ ●メ濾嗜       ●‐ ●スコさ
t― …

…
m)   C― m_) 絣 識

うドドドドドドギゞ ギゞギギ拳拳ゞヾヾドEEEEEEドドドドギド

123943417● 117 38 25 20  8  7  5  4  1  2  0  3  1  1  0  3  0  0  ■  0  ■  0
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【第13回 福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料】

酬 5
市嚇 」二次検査実施状況

●町村名

瞳敵ω　　　，

一
曼

二次検■
対●●●

¨̈
　・
¨̈
　・

ら
〓妨日　　〓

一

一

　

・

川侯町 2.236
8 8 0 3 4 7 0 24
04 125 3751 5C O 143 00 85:

“

3

演IE匈 3'つ
'

3 7 12 4 1 ,0 53
3041 522 870 50 2C10 75 067

饉鶴

"
94`

3 6 0 3 3 3
16

ЫD 0 10 500 500

僣lB嘔市 10638 5 4 10 33 _ ■
'
111

12 438 979 B● 213 7● 576

,建市 10¨
3:   16 26 45 8 3 119
67 356 578 1000

23
築

80
0
178 73 721

口村市 6368 26 3 8 3 ――-2 1
63

308 00 130 87

広野町 808
O 2 3 1 2 0 0 6

750 0.0 ●67 1000 33 00 00

櫛 輌 1 lCe
4 0 4 0 2 1

9
667 750 1000 00 500 ]DO 500

EDItl 2204 9 5 7 1 6

333 556 778 143 Rら 7

川内村 272
3 4

― ― ―
ニ

2

7餃 1000 250 750 667

枷 1929
4 7 0 ４

一
―二 18

: 556 444 778 671 429 33

双葉町 922
:    1 2 0 4

0 600 1∞ 0 OO 00 1∞ Q

■腑 180
0 O 0 0 1 0

2
00 00 1000 OO

その他姿、 34
0 Ol  _0 O 0 O O O 0

O
oo%:  Oo% 00“ 00% O∝ 00 0饉

7.ヽ 81 41493 66 _92 11 39

一

457
351 489 222 67

●●● 47.030
253 5 1 12て 236 56 160 64 599

06 920 10 39 474 47 237 716 497

二本松市 3709 53 4 25 18 40 5 34

“

0
20 112

06 8 85 532 383 ,5 125

■8■ 5187
26 2 9 O 7 17 7

∞

77 923 00 ,92 708 41

大玉村 1359 0 0 5 3
17

1000 00 OJ 857 00 16 833 CK10

摯山市
-

4 377 61 1 134
_ 355

272 17 9 162 _ 02 719
37 16」 721 63 34 596 321

n折町 1.eЮ 6
12 2 4 0 7 2

0] 200 3Cl 4● O 9C10 00 22, 778 286

■●ltr 1372 15 2 2 7 4
31

8 154 154 538 923 83 Q

天栄村 862
6 1     2 ５

一
2 0

7 83 2Cl :  400 200 200 100_O 400

自口市 11 081
1   lo 28 17 54 6 12 13 157

3 :  175 491 238 94: 111 222 66: 361

西椰村 a627 24 5 9 9 2 7 14
5o

42 208 375 37 958 87 6Э9 21.

彙●村 1153
0:   2 O 3 4 12

04 400 00 600 250 00

三●匈 2500 16 1 8 3 6 26
06 8 C10 61 38 273 18 545 167

いわ●市 341
3 2 0 2 0 ２

一
0 1 4

00 66i 1000 00 l CXICl 00

小BI 133866 97 866 698 4C4 102●
O 864 436 303

“

272 0

い0●● 40480 263 6 29 28 2 20 0 8 12 3
81

247 92 446 431 308 400 600

晨賣川● イ0391
“

27 3 14 10 0 2 2 0
30

519 370 74 0 00 O

相■● 477●
41 8 8 4 0 0 0

20
09 48 4C10 400 2C10 OO 1, 00

“

石町 1748 7 4 3 0 O 0 O 4
571 00 750 00 0 C10 00

新●町 i038
7 5 0 0

6
0 71 00 6 0 OCl 00

llヽ BI 58427
9 11 12 141
74 47 190 47 522

8BI 238786
1559 148 46 195 48● 428 897 55 2“ 602 277 2424
07 730 39 170 418 373 781 61 268 671 460

※1国が指定した避難区域等の 13市Цぃ」以外で、学校等で検査を受けた人凱

● 小数点第一位で表示されている害」合のもの|よ 四拾五入の関係で合計が100%にならない場合があ乙
● 年齢は平成23年 3月 11日時点のもの。
● 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含め、
集計している そのような対象者については、先行検査終了後に震災時市町村に再集計す&
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資料 3
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則
塾
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製
く
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駅
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判
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製
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畑
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二
仲
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ミ
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高校生t大学生・院生の甲状腺がん発生頻度

山大学 大学

1)小倉 俊郎、他 大学新入生健康診断における甲状腺疾患の検討
第 13回日本内分泌学会中国支部学術総会。米子、平成 25年 3月 2日 .

(総会発表後に、別の女性一人に甲状腺乳頭がんが確認されたので、女性は

2人に甲状腺乳頭がんが確認された :小倉先生との私信)

2)小倉 俊郎、他 若年者の甲状腺疾患 :大学新入生健康診断によるスクリー
ニング.第 56回 日本甲状腺学会 和歌山、H25年 11月 1■16日

H24年度の岡山大学新入生男性 1,320人、女性 987人 (平均年齢 183± 1.3歳 )

の健康診断 (問診、診察、触診)で甲状腺腫をスクリーニングし、TSH,FT4,TRAb

などと甲状腺超音波検査が必要とされ実施された学生の中で、男性 1人、女性

2人に、手術で確認された甲状腺乳頭がんが見つかつた。

⇒ 検査人数は少なく1年間のみデータであるが、18歳の 1∞ 万人当たりに換算

すると男性約 750人、女性約 2,000人、男女合計で 100万人当たり約 1300人

● ただ、H24年度の 1年間だけのデータであるので、少なくとも数年間のデー

タが必要である。ほとんどの年度は 0人であり、3人発見される年度は稀 (′1ヽ

倉先生との私信)

● 触診などでスクリーニングしているので、全員に、現在のような精巧な超音
波器械で検査していたら、甲状腺がんはさらに見つかつていた可能性は否定

できない。

業大学 大学生・

鈴木 弘文、他.(千葉大学保健管理センター )
CA‖PUS HEALTH 37(2): 127-132, 2001

今から 13年前の 2,000年度 (H12年度)の大学生・院生の定期健康検査の受検

者 9,988人 (受検率 65.6%)に対して、触診により甲状腺腫を指摘された 119人

の内呼び出しに応じた 87人 (731%)に 甲状腺超音波検査が実施された。4人 (全

員無症状)に手術で確認された甲状腺乳頭がんが見つかつた。女性 2人 (20歳、

22歳 )、 男性 1人 (23歳)で、一人は 35歳男性留学生なので、日本人約 1万人

に 3人となる。

⇒ 20歳前後の 1∞ 万人当たり男女合計で約 3∞ 人

③-3



● 今から 13年前の検査で、その当時に比べたら現在の超音波器械は格段に精
度が良くなつている。現在の精巧な超音波器械で検査していたら、もつと多

く見つかつていた可能性がある。

● 触診により甲状腺腫を指摘された 119人の内呼び出しに応じたのは、87人
(731%)で 32人 (約 25%)が応じていない。もし、呼び出しに応じなかつ

た 32人全員に甲状腺超音波検査が実施されておれば、もう 1人位は甲状腺

がんが見つかつていた可能性は否定できない。

● 9,988人全員に、現在のような精巧な超音波器械で検査 していたら、甲状腺

がんはさらに見つかつていた可能性は否定できない。

● 受検者の男女比は記載なし。
● 男女比を 6:4と仮定して計算すると、女性約 4,000人中 2人⇒100万人当た
り約 500人、男性約 6,000人中 1人⇒100万人当たり約 170人

内の女子

辻岡 三南子、他 (慶應義塾大学保健管理センター )
慶應保健研究 22(1):19-22,2004.

1,988年 (S63年)-2,003年 (15年 )の入学から卒業までの定期健康診断で、
2,869人に甲状腺触診を行い、結節性甲状腺腫を 6人に認めた。5人が専門医療

機関を受診し、1人に手術で確認された甲状腺乳頭がん (高校 1年生)、 が見つ

かった。

⇒検査人数は少ないが、高校生時代 3年間で、女子高校生 1∞ 万人当たり約 350

人

● 今から 10～ 25年前の触診によるスクリーニングであり、全員に、現在のよ
うな精巧な超音波器械で検査していたら、甲状腺がんはさらに見つかつてい

た可能性は否定できない。
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診断され報告された甲状腺がんの発生頻度

ntsuda■ et al:Jpn J ClinOnco12011;41:139‐ 147.

Cancer lncidence and lncidence Rates ul」apan in 2005:Based on Data■ Юm
12 Popmtion‐ based Cancer Regis饉 esin the Monitontt Of cancer

IШttbncein Japan mCIめ Pmject

米 国

National Cancer lllstitute,Surveinance Epidembbgy and End lbsults

(SEER) Cancer statistics Review 1975‐ 2010 KTable 26.つ

http7ノseencancengov/csrr1975′ 010/results merged/sect_26 thyroid.pdf

上の2つの論文の日本、米国の数字は、甲状腺腫脹 とか “しこり"な どで、病院

を受診し、精密検査で甲状腺がんと診断され報告された数字です。

H25年 11月 18日

広島赤十字・原爆病院 小児科 西 美和
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